
ペロブスカイト太陽電池の
社会実装モデルの創出に向けた導入支援事業

環境省 大臣官房 地域脱炭素事業推進課

令和７年9月

※令和７年8月31日時点での内容であり、今後内容が変更される可能性があります
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事業の背景及び目的

 我が国の太陽光発電の導入量は大幅に拡大し、平地面積当たりの導入量は主要国で最大級である一方で、
適地の制約、地域との共生上の課題が生じている。このような中で、次世代型太陽電池であるペロブスカイト太陽
電池は、軽量・柔軟などの特徴を生かし、従来太陽電池が設置困難であった場所にも設置可能であり、再エネ
導入拡大と地域共生を両立するものとして期待。

 ペロブスカイト太陽電池について、2050年のカーボンニュートラル目標や再エネ主力電源化に向けて、エネルギー
政策上の位置づけを明確にした上で、サプライチェーンを含めた強靱なエネルギー供給構造の構築や、産業競
争力の強化を目指し、まちづくり・地域社会との共生を図りながら社会実装を進める。これを実現するため、太陽
電池産業を巡る過去の反省を踏まえ、官民連携し、世界をリードする「規模」と「スピード」で、時間軸の中で目標
を定めながら、量産技術の確立・生産体制整備・需要創出を三位一体で進める。

第７次エネルギー基本計画（令和７年２月18日閣議決定）
次世代型太陽電池の早期社会実装として、2040年の約20GWの導入目標に向け、官民関係者が総力を挙げて、世界に引けを
取らない規模とスピードで、量産技術の確立、生産体制整備、需要の創出に三位一体で取り組む

GX2040ビジョン脱炭素成⾧型経済構造移行推進戦略 改訂（令和７年2月18日閣議決定）
断熱改修及び脱炭素型の空調・給湯器等の導入による住宅・建築物の省 エネルギー性能の向上、ペロブスカイト太陽電池を含む
自家消費型太陽光発電、蓄電池、次世代自動車等の導入により、住居・職場・移動環境のアップグレードを促進する。

地方創生2.0基本構想（令和7年6月13日閣議決定）
熱の脱炭素化や水素・ペロブスカイト太陽電池等の新技術を地域に実装する「地域ＧＸイノベーションモデル」の構築の検討

次世代型太陽電池戦略における基本的な考え方
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2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

ペロブスカイト太陽電池の社会実装モデルの創出に向けた導入支援事業

地球温暖化対策計画で示された2030年度、2035・2040年度の各目標や2050年カーボンニュートラルの実現に貢献するため、
軽量・柔軟などの特徴を有するペロブスカイト太陽電池の国内市場立ち上げに向けた導入支援をすることで、導入初期における
コスト低減と継続的な需要拡大に資する社会実装モデルを創出し、民間企業や地域の脱炭素化を進めるとともに、産業競争力強
化やGX市場創造を図る。

（経済産業省・国土交通省連携事業）

【令和８年度要求額 5,000百万円（5,020百万円）】

ペロブスカイト太陽電池の国内市場立ち上げに向け、社会実装モデルの創出に貢献する自治体・民間企業を支援します。

事業イメージ

間接補助事業（計画策定:定額、設備等導入:2/3、3/4）

地方公共団体、民間事業者・団体等■補助対象

令和７年度～
環境省 大臣官房 地域脱炭素推進審議官グループ 地域脱炭素事業推進課 電話:03-5521-8233
環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 地球温暖化対策事業室 電話:0570-028-341
資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部新エネルギー課 電話:03-3501-4031

ペロブスカイト太陽電池は、これまで太陽電池が設置困難であった場所やインフラ施設等にも設置
が可能であり、主な原材料であるヨウ素は、我が国が世界シェアの約30%を占めるなど、再エネ導入
拡大や強靱なエネルギー供給構造の実現にもつながる次世代技術である。本事業では、ペロブスカイ
ト太陽電池の導入初期における発電コスト低減のため、ペロブスカイト太陽電池の将来の普及フェー
ズも見据えて、拡張性が高い設置場所へのペロブスカイト太陽電池導入を支援する。

①事前調査・導入計画策定
ペロブスカイト太陽電池の導入に向けた事前調査（建物耐荷重の調査や現地確認）や、事前調査を

踏まえた構造物単位での導入計画策定を支援し、設備導入につなげる。

②設備等導入
従来型の太陽電池では設置が難しかった建物屋根・窓等・インフラ空間における建物屋根等への、

性能基準を満たすフィルム型・ガラス型ペロブスカイト太陽電池の導入を支援する。
＜主な要件＞
・同種の屋根等がある建物への施工の横展開性が高いこと
・導入規模の下限、補助上限価格
・施工・導入後の運用に関するデータの提出 等

体育館・アーチ屋根 バスシェルター

ペロブスカイト太陽電池の導入イメージ

出典:積水化学工業株式会社
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需要創出（導入初期における重点分野）

次世代型太陽電池の導入拡大及び産業競争力強化に向けた官民協議会
第９回（2025年 5月7日) 資料 抜粋
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（参考）ペロブスカイト太陽電池について

 ペロブスカイト太陽電池とは、3種類のイオン（代表的にはA:有機アンモニウム、B:鉛、X:ヨウ素）
がABX3のペロブスカイト結晶構造で配列する材料を発電層に用いた太陽電池の総称であり、国内
研究者が開発した日本発の技術。

次世代型太陽電池の導入拡大及び産業競争力強化に向けた官民協議会
第１回（2024年 ５月29日) 資料 抜粋
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（参考）ペロブスカイト太陽電池の種類

次世代型太陽電池の導入拡大及び産業競争力強化に向けた官民協議会
第１回（2024年 ５月29日) 資料 抜粋


